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一
　
は
じ
め
に

　

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
金
融
危
機
以
後
、
取
締
役
会
に
多
く
の
な
す
べ
き
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る（

（

（
注

。
取
締
役
会
の
現
状
で
の
最
善
に

な
し
得
る
こ
と
へ
の
誤
解
あ
る
い
は
過
大
な
要
求
は
別
と
し
て
、
理
念
的
な
取
締
役
会
は
会
社
の
活
動
に
積
極
的
に
従
事
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
、
そ
こ
で
は
会
社
の
内
部
の
業
務
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
消
費
者
の
動
向
、
会
社
の
成
長
の
可
能
性
な
ど
を
含
ん
だ
多
く
の
知

識
を
保
持
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
経
営
者
チ
ー
ム
は
統
一
的
に
機
能
し
、
適
切
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
創
造
す
る
た
め
に
計
算
さ
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れ
た
報
酬
を
付
与
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
締
役
会
を
実
現
す
る
た
め
、
統
治
改
革
は
三
○
年
に
亘
り
取
締
役
の
独
立
の
増
加
の
方
向
に
動
い
て
い
る
。
コ
モ
ン
・

ロ
ー
に
お
い
て
、
利
害
関
係
を
有
す
る
取
締
役
は
当
該
取
引
に
利
益
を
有
す
る
こ
と
か
ら
会
社
の
業
務
決
定
に
関
与
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら

れ
た
。
そ
こ
か
ら
利
害
関
係
を
有
し
な
い
取
締
役
が
望
ま
し
い
存
在
と
な
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
取
締
役
は
「
独
立
取
締
役
」
の
モ
デ
ル

と
し
て
発
展
し
、SEC
（
米
国
証
券
取
引
委
員
会
）
に
よ
っ
て
推
奨
さ
れ
、
裁
判
所
は
種
々
の
状
況
下
で
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
で
一
般
的

理
念
と
し
て
確
定
し
て
き
た
。

　

SEC

は
二
○
○
二
年
の
サ
ー
ベ
ン
ス
・
オ
ク
ス
レ
ー
法
に
よ
っ
て
独
立
取
締
役
の
見
解
を
具
体
化
し
、
そ
の
後
、
ド
ッ
ト
・
フ
ラ
ン

ク
法
に
よ
っ
て
独
立
取
締
役
の
採
用
を
強
制
し
て
い
る
。SEC

は
、
独
立
取
締
役
は
も
っ
と
厳
格
に
定
義
さ
れ
、
取
締
役
会
を
支
配
す

る
べ
き
と
す
る（

（

（
注

。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
取
締
役
の
機
能
と
合
理
性
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
取
締
役
は
、
内
部
取
締
役
、
銀
行
役
員
・
供
給

者
な
ど
と
の
関
係
を
有
す
る
「
灰
色
の
」
取
締
役
お
よ
び
独
立
取
締
役
に
分
か
つ
こ
と
が
で
き
る
が（

（

（
注

、SEC

は
灰
色
の
取
締
役
の
問
題

と
し
て
取
り
組
む
、
あ
る
い
は
技
術
上
の
レ
ッ
テ
ル
貼
り
の
問
題
と
し
て
独
立
を
定
義
づ
け
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る（

（

（
注

。

　

理
念
的
な
取
締
役
会
の
職
務
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
取
締
役
主
体
の
取
締
役
会
に
は
期
待
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
会
社
法
理
論

は
現
実
の
会
社
実
務
に
触
れ
て
い
な
い
。Eisenberg

は
独
立
の
監
視
者
と
し
て
取
締
役
会
を
み
る
こ
と
を
提
唱
し（

（

（
注

、
近
年
の
二
つ
の
会

社
統
治
理
論
、
す
な
わ
ち
、B

ainbridge

は
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
リ
ア
ン
の
理
論
に
基
づ
い
て
取
締
役
プ
ラ
イ
マ
シ
ー
モ
デ
ル
を
主
張
し（

（

（
注

、

B
lair

とStout

は
、
取
締
役
会
が
仲
介
権
力
者
と
し
て
責
務
を
負
う
チ
ー
ム
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
主
張
す
る（

（

（
注

。
こ
れ
ら
の
理
論
も

会
社
の
中
心
に
取
締
役
会
を
置
く
が
、
会
社
の
基
礎
に
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
を
置
く
と
し
て
も
、
現
在
の
社
外
取
締
役
が
多
数
を
占
め
る
取

締
役
会
で
は
情
報
の
不
均
衡
、
限
ら
れ
た
時
間
か
ら
こ
れ
ら
の
ス
タ
イ
ル
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
え
よ
う（

（

（
注

。
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取
締
役
会
は
、
以
下
の
三
つ
の
機
能
を
遂
行
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
①
経
営
者
の
監
視
を
な
す
こ
と
お
よ
び
規
律
を
遵
守
さ

せ
る
こ
と
、
②
日
々
の
業
務
上
の
意
思
決
定
に
は
関
与
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
い
く
つ
か
の
経
営
上
の
機
能
を
遂
行
（
ア
ド
バ
イ
ス
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
）
す
る
こ
と
、
③
事
業
を
維
持
し
、
資
源
を
収
集
す
る
た
め
に
有
用
な
契
約
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る（

（

（
注

。
連
邦
法
の
公
開
会
社
に
対
す
る
関
与
は
監
視
モ
デ
ル
を
秘
め
た
も
の
で
あ
り
、
独
立
の
取
締
役
に
依
存
し

て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
取
締
役
会
が
右
に
挙
げ
た
機
能
を
よ
く
果
た
し
得
る
も
の
な
の
か
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
独

立
取
締
役
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

（
１
）	

Taub, A
ble but N

ot W
illing: The Failure of M

utual Fund A
dvisers to A

dvocate for Shareholders' R
ight, 34  J. C

orp. L. 843 , 864  （2009

）.

（
２
）	

K
arm

el, Is the Independent D
irector M

odel B
roken?, 37  Seattle U

. L. R
ev. 775 , 776  （2014

）.

（
３
）	

O
si, Fam

ily B
usiness G

overnance and Independent D
irectors: Tne C

hallenges Facing an Independent Fam
ily B

usiness B
oard, 12  U

. Pa. J. 

B
us. L. 181 , 194-95  （2009

）.

（
４
）	

R
odrigues, A

 C
onflict Prim

acy M
odel of the Public B

oard, 2013  U
. Ill. L. R

ev. 1051 , 1053 . R
odrigues

は
、
真
の
独
立
の
定
義
を
す
る
方
法
が

あ
る
か
疑
わ
し
い
と
い
う
。

（
５
）	

Eisenberg, The Structure of the C
orporation: A

 Legal A
nalysis （1976

）.

（
６
）	

B
ainbridge, D

irector Prim
acy: The M

eans and Ends of C
orporate G

overnance, 97  N
w. U

. L. R
ev. 547 , 550-51  （2003

）.

（
７
）	

B
lair &

 Stout, A
 Team

 Production Theory of C
orporate Law, 85  Va. L. R

ev. 247 , 253  （1999

）.

（
８
）	

R
odrigues, supra note 4 , at 1054 .

（
９
）	

B
ainbridge, C

orporate G
overnance after the Financial C

risis 49-50  （2012
）.
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二
　
会
社
法
理
論

　

法
理
論
的
に
は
取
締
役
会
は
会
社
の
核
心
で
あ
る
。B

ainbridge

は
、
制
定
法
上
の
意
思
決
定
構
造
に
お
け
る
中
心
的
役
割
は
取
締
役

に
あ
る
と
い
う（

（注

（
注

。
す
な
わ
ち
、
日
々
の
経
営
に
関
す
る
支
配
の
み
な
ら
ず
、
絶
対
的
な
支
配
を
ほ
と
ん
ど
永
続
可
能
な
取
締
役
会
に
委
譲

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
株
主
は
集
合
行
為
問
題
、
情
報
の
非
対
称
か
ら
企
業
の
経
営
問
題
に
つ
い
て
よ
く
知
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
、
株

主
に
奉
仕
す
べ
き
独
自
の
主
体
が
必
要
と
な
り
、
集
約
的
に
決
定
を
な
す
独
立
の
主
体
に
情
報
を
集
中
す
る
こ
と
が
効
率
的
で
あ
る
。
そ

の
中
心
的
な
独
立
の
主
体
に
株
主
お
よ
び
他
の
会
社
の
構
成
員
の
た
め
に
彼
ら
の
権
限
を
委
譲
す
る
こ
と
が
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
方
法

で
あ
る
と
い
う（

（注

（
注

。

　

制
定
法
上
、
会
社
統
治
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
会
社
の
営
業
お
よ
び
業
務
に
最
終
的
な
責
任
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
取
締
役
会
は
、
重
要

な
経
営
に
関
す
る
事
項
は
自
ら
が
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
監
督
権
限
を
留
保
し
た
う
え
で
、C

EO

お
よ
び
他
の
上
級
執
行
役

員
に
そ
の
責
務
の
多
く
を
委
譲
し
て
い
る
。
こ
の
委
譲
の
結
果
、
会
社
統
治
に
お
い
て
株
主
、
取
締
役
そ
し
て
会
社
役
員
が
主
要
な
行
為

者
で
あ
る
が
、
役
員
支
配
が
支
配
的
な
統
治
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る（

（注

（
注

。
そ
れ
ゆ
え
、Eisenberg

の
提
唱
す
る
取
締
役
会
の
監
視
モ
デ
ル

は
、
株
主
の
利
益
を
守
る
た
め
に
現
代
の
法
的
会
社
統
治
の
主
要
な
焦
点
と
な
っ
て
い
る（

（注

（
注

。

　

近
年
は
、
独
立
の
取
締
役
会
の
推
奨
と
な
ら
ん
で
株
主
プ
ラ
イ
マ
シ
ー
論
が
有
力
に
な
っ
て
き
た（

（注

（
注

。
そ
こ
で
は
、
株
主
は
唯
一
の
残
余

財
産
請
求
権
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し（

（注

（
注

、
株
主
は
企
業
価
値
の
最
大
化
に
対
す
る
一
番
大
き
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
有
し（

（注

（
注

、

企
業
は
株
主
の
利
益
最
大
化
に
向
け
て
経
営
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
株
主
の
利
益
は
会
社
の
決
定
権
者
の
焦
点
で
あ
り
、
株
主
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の
取
締
役
の
選
任
権
限
は
こ
の
目
的
に
注
目
す
る（

（注

（
注

。
し
か
し
、
残
余
財
産
分
配
請
求
権
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
会
社
自
体
の
所
有
と
は

同
じ
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
株
主
プ
ラ
イ
マ
シ
ー
の
擁
護
の
た
め
に
代
理
コ
ス
ト
経
済
を
主
張
し（

（注

（
注

、
取
締
役
は
株
主
の
代
理
人
と
み
な
さ

れ
る
こ
と
を
挙
げ
る（

（注

（
注

。
こ
の
主
張
は
、
理
論
的
に
会
社
統
治
の
理
念
的
ル
ー
ル
は
全
て
の
会
社
構
成
員
の
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
裁
量

を
取
締
役
に
認
め
て
い
る
ル
ー
ル
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る（

（注

（
注

。

　

こ
の
よ
う
な
株
主
中
心
の
見
解
に
対
し
て
、
先
に
簡
単
に
述
べ
た
取
締
役
プ
ラ
イ
マ
シ
ー
モ
デ
ル
お
よ
び
チ
ー
ム
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
モ

デ
ル
が
対
抗
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
見
解
は
共
に
取
締
役
会
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
重
要
な
役
割
に
注
目
す
る
。B

ainbridge

の
主
張

す
る
取
締
役
プ
ラ
イ
マ
シ
ー
理
論
で
は
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
リ
ア
ン
の
理
論
に
基
づ
い
て
い
る
。
標
準
的
な
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
リ
ア
ン
の
説
明

は
契
約
の
連
鎖
と
し
て
企
業
を
取
り
扱
う
が
、B

ainbridge

は
取
締
役
会
が
種
々
の
生
産
の
要
素
を
用
い
る
た
め
の
手
段
と
し
て
企
業
を

取
り
扱
う
。
し
た
が
っ
て
、
取
締
役
会
は
単
な
る
株
主
の
代
理
人
で
は
な
く
、
む
し
ろ
会
社
と
約
束
を
し
た
種
々
の
契
約
の
連
鎖
に
奉
仕

す
る
独
自
の
主
体
で
あ
る
と
い
う（

（注

（
注

。
そ
し
て
、
株
主
は
契
約
の
連
鎖
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
多
く
の
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
単
な
る
一
人

で
あ
り
、
所
有
は
重
要
な
意
味
を
も
た
な
い
と
い
う（

（注

（
注

。
全
体
と
し
て
企
業
に
結
び
つ
い
た
決
定
を
な
す
こ
と
を
授
権
さ
れ
た
中
心
的
な
代

理
人
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
権
威
に
基
づ
く
意
思
決
定
構
造
は
、
企
業
の
構
成
員
が
情
報
の
非
対
称
に
直
面
し
、
異
な
る
利
益
を
有

す
る
と
き
に
生
ず
る
傾
向
が
あ
る
。
会
社
は
こ
れ
ら
の
条
件
に
明
ら
か
に
満
足
す
る
の
で
、
中
心
的
な
意
思
決
定
者
に
承
認
の
権
限
を
付

与
す
る
こ
と
は
。
そ
の
統
治
の
典
型
的
特
徴
で
あ
る
と
い
う（

（注

（
注

。
こ
の
よ
う
に
全
て
の
組
織
は
そ
の
構
成
員
の
要
求
を
ま
と
め
、
集
約
さ
れ

た
決
定
に
転
じ
る
何
ら
か
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る（

（注

（
注

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
制
定
法
は
取
締
役
会
に
承
認
の
権
限

を
付
与
す
る
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
に
よ
れ
ば
、
株
主
に
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な

い
と
も
い
え
よ
う
。B

ainbridge

は
、
株
主
は
事
実
上
日
々
の
会
社
運
営
あ
る
い
は
長
期
の
政
策
に
関
し
て
何
の
支
配
権
も
行
使
で
き
な



6大阪学院大学法学研究 2017（44‐1‐6）

い
。
全
て
の
会
社
制
定
法
の
下
で
、
膨
大
な
多
数
の
会
社
の
決
定
は
取
締
役
会
あ
る
い
は
行
為
を
行
う
下
位
の
者
に
割
り
当
て
ら
れ
る
。

株
主
は
本
質
的
に
会
社
の
行
為
の
権
限
を
有
し
な
い
存
在
で
あ
る
と
い
う（

（注

（
注

。

　

一
方
、
チ
ー
ム
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
は
、
取
締
役
に
対
す
る
株
主
の
支
配
を
弱
め
、
大
き
な
自
由
を
承
認
し
、
取
締
役
会
は
株
主

の
利
益
の
み
を
保
護
す
る
の
で
は
な
く
、
従
業
員
、
消
費
者
、
債
権
者
な
ど
を
含
ん
で
、
会
社
の
「
チ
ー
ム
」
の
全
て
の
メ
ン
バ
ー
の
企

業
へ
の
特
有
の
投
資
を
保
護
す
る
た
め
に
取
締
役
会
は
存
在
す
る
と
い
う（

（注

（
注

。
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
の
利
益
を
奪
う
直
接
的
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
有
さ
な
い
部
外
の
当
事
者
に
企
業
と
チ
ー
ム
の
投
資
に
関
す
る
支
配
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
好
ま
し
く（

（注

（
注

、
こ
の
部
外
の
当
事
者
が

取
締
役
会
で
あ
り
、
取
締
役
は
企
業
内
の
究
極
の
意
思
決
定
主
体
者
と
し
て
株
主
を
は
じ
め
誰
の
直
接
的
支
配
あ
る
い
は
監
督
に
服
さ

ず
、
取
締
役
会
は
仲
介
権
力
者
と
し
て
そ
の
責
務
を
果
た
す
と
い
う（

（注

（
注

。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
チ
ー
ム
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
は
構
成
員

間
の
大
き
な
信
頼
を
得
る
よ
う
に
誠
実
に
構
成
員
を
取
扱
い
、
会
社
は
法
を
遵
守
し
、
行
為
の
倫
理
的
関
連
を
考
慮
す
る
こ
と
か
ら
会
社

に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
と
い
う（

（注

（
注

。
そ
し
て
、
そ
の
富
は
全
て
の
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
を
も
た
ら
す
と
い
う（

（注

（
注

。
こ
の
よ
う
に
理

解
す
れ
ば
、
取
締
役
は
企
業
の
最
善
の
利
益
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
経
営
者
、
従
業
員
、
債
権
者
な
ど
の
た
め
に
株
主
の
利
益
を
犠
牲

に
す
る
強
い
裁
量
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
る（

（注

（
注

。

　

両
者
は
ア
プ
ロ
ー
チ
は
異
な
る
が
、
取
締
役
会
に
あ
る
も
の
と
し
て
概
念
的
会
社
支
配
に
よ
る
制
定
法
の
枠
組
み
と
一
致
す
る（

（注

（
注

。

　

会
社
法
理
論
は
一
般
的
にC

EO

に
よ
る
会
社
支
配
を
無
視
し
て
い
る
。
チ
ー
ム
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
に
あ
っ
て
は
株
主
の
み
な

ら
ず
、
従
業
員
、
消
費
者
、
債
権
者
な
ど
の
継
続
的
仲
介
を
な
す
こ
と
を
取
締
役
に
期
待
す
る
。
し
か
し
、
社
外
の
独
立
の
取
締
役
に
経

営
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
活
動
は
期
待
で
き
な
い
。
会
社
の
構
成
員
間
の
仲
介
を
す
る
こ
と
は
会
社
に
対
す
る
各
当
事
者
の
権
利
と
会
社

の
相
互
の
義
務
の
実
質
的
な
有
用
な
知
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
上
級
執
行
役
員
の
方
が
取
締
役
会
よ
り
も
交
渉
す
べ
き
知
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識
を
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う（

（注

（
注

。
取
締
役
プ
ラ
イ
マ
シ
ー
モ
デ
ル
は
永
続
的
な
監
視
者
お
よ
び
会
社
の
専
断
的
行
為
者
と
し
て
取
締
役
会

を
み
る
。
事
業
は
そ
の
成
功
に
お
い
て
最
も
大
き
な
利
害
を
有
す
る
者
に
よ
っ
て
最
も
効
果
的
に
運
営
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
株
主
が
全

面
的
に
取
締
役
会
に
依
存
す
る
こ
と
が
合
理
的
な
経
済
的
行
為
に
適
う
も
の
か
疑
問
で
あ
る（

（注

（
注

。
情
報
の
非
対
称
を
取
締
役
プ
ラ
イ
マ
シ
ー

の
正
当
化
事
由
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
情
報
の
非
対
称
に
基
づ
く
損
害
を
株
主
が
蒙
っ
て
も
経
営
者
の
決
定
を
評
価
で
き
な
い
状
態

を
放
置
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
10
）	

B
ainbridge, supra note 6 , at 559 .　

（
11
）	

ibid. at 558-59 , 624 . 

（
12
）	

Johnson &
 R

icca, R
ealty C

heck on O
fficer Liability, 67  B

us. Law. 75 , 82  （2011

）.

（
13
）	

B
ratton &

 W
achter, Shareholder Prim

acy's C
orporatist O

rigins: A
dolf B

erle and The M
odern C

orporation, 34  J C
orp. L. 99 , 145  （2008

）.

（
14
）	

Roe, The Shareholder W
ealth M

axim
ization N

orm
 and Industrial O

rganization, 149  U
. Pa. L. R
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）;  R
odrigues, supra note 4 , 

at 1056 . 

株
主
プ
ラ
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マ
シ
ー
と
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主
利
益
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化
の
語
句
は
、
し
ば
し
ば
交
換
可
能
な
語
句
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
本
来
的
に
は
異
な
る
概
念
を

表
す
も
の
で
あ
る
。
株
主
プ
ラ
イ
マ
シ
ー
は
株
主
に
最
終
的
な
支
配
を
付
与
す
る
意
思
決
定
モ
デ
ル
を
表
す
も
の
で
あ
る
が
、
株
主
利
益
最
大
化
の
よ
り
狭

い
概
念
は
取
締
役
に
株
主
の
利
益
を
最
大
化
す
る
た
め
に
会
社
の
経
営
を
命
じ
る
も
の
で
、
特
定
の
会
社
の
意
思
決
定
モ
デ
ル
を
表
す
も
の
で
は
な
い
。

B
ainbridge, supra note 6 , at 574 .

（
15
）	

Easterbrook &
 Fischel, The Econom

ic Structure of C
orporate Law

 36-39  （1991

）.

（
16
）	

H
ill, V

isions and R
evisions of the Shareholder, 48  A

m
. J. C

om
p. L. 39 , 50-51  （2000

）.

（
17
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B

odie, A
O

L Tim
e W

arner and the Faise G
od of Shareholder Prim

acy, 31  J. C
orp. L. 975 , 977  （2006
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18
）	

G
reenfield, The Place of W

orkers in C
orporate Law

s, 39  B
.C

. L. R
ev. 283 , 295  （1998

）.

（
19
）	

B
aysinger &

 B
ulter, R

ace for the B
otton v. C

lim
b to the Top: The A

LI Project and U
niform

ity in C
orporate Law, 10  J. C

orp. L. 431 , 436  
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三
　
独
立
取
締
役
と
取
締
役
会

　

一
九
六
○
年
代
に
お
い
て
は
、
多
く
の
取
締
役
会
は
助
言
を
行
う
こ
と
を
そ
の
役
割
と
し
て
、
当
該
企
業
に
重
要
な
経
済
的
関
係
を
有

す
る
銀
行
家
、
法
律
家
そ
し
て
供
給
者
の
よ
う
な
外
部
者
と
多
く
の
内
部
者
で
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た（

（注

（
注

。
そ
の
後
、
監
視
す
る
取
締

役
会
の
概
念
の
高
ま
り
か
ら
、
判
断
を
行
う
た
め
の
取
締
役
会
の
能
力
は
経
営
者
か
ら
の
独
立
を
要
求
す
る
こ
と
と
な
っ
た（

（注

（
注

。

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
取
締
役
会
に
よ
る
監
視
はC

EO

を
監
視
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
会
社
法
あ
る
い
は
証
券
取
引
所
法
の
分
野

に
お
い
て
独
立
取
締
役
の
語
句
は
一
般
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
統
一
さ
れ
た
定
義
は
存
し
な
い
。
独
立
取
締
役
を
定
義
す
る
に
は

多
く
の
方
法
が
あ
ろ
う
が
、
会
社
の
上
級
経
営
者
で
あ
る
取
締
役
（
社
内
取
締
役
）
は
自
己
お
よ
び
上
級
執
行
役
員
の
業
務
執
行
を
客
観

的
に
評
価
し
得
な
い
こ
と
か
ら
、
会
社
に
よ
っ
て
雇
用
さ
れ
て
い
な
い
取
締
役
（
社
外
取
締
役
）
に
経
営
者
の
行
為
の
監
視
を
期
待
し
て

い
る（

（注

（
注

。

　

一
方
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
裁
判
所
は
、
取
締
役
は
取
締
役
の
職
に
あ
る
こ
と
の
利
益
あ
る
い
は
追
加
的
な
非
重
大
利
益
に
は
判
断
を
左
右
さ

れ
な
い
と
い
う
評
判
の
利
益
に
関
心
が
あ
る
と
の
仮
定
を
と
る
が
、
実
証
的
研
究
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
が
否
定
さ
れ
て
い
る（

（注

（
注

。
専
門
は
異
な

る
が
、
医
療
専
門
家
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
医
師
は
少
額
の
贈
与
で
あ
っ
て
も
判
断
が
影
響
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る（

（注

（
注

。
取
締
役
が
こ
れ

と
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
理
由
は
な
い
。
心
理
学
上
の
経
験
調
査
に
よ
れ
ば
、
人
は
他
の
知
ら
な
い
人
の
意
見
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る（

（注

（
注

。
当
然
の
事
な
が
ら
、
独
立
取
締
役
が
利
害
関
係
を
有
す
る
他
の
取
締
役
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
こ
と
は
否
め
な

い
。
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理
論
的
に
み
れ
ば
、
独
立
取
締
役
は
会
社
経
営
の
業
務
に
新
鮮
な
専
門
家
の
知
見
を
も
た
ら
し
、
会
社
あ
る
い
は
経
営
者
と
経
済
的
な

結
び
つ
き
の
な
い
独
立
取
締
役
は
最
も
効
果
的
な
方
法
で
経
営
者
の
行
為
を
審
査
で
き
る（

（注

（
注

。
し
か
し
、
実
際
的
に
は
独
立
取
締
役
は
上
級

経
営
者
に
非
常
に
依
存
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
典
型
的
に
上
級
経
営
者
は
取
締
役
の
選
任
お
よ
び
取
締
役
の
報
酬
の
提
案
、
委
員
会
へ

の
割
当
て
お
よ
び
会
議
の
議
題
の
設
定
、
業
務
執
行
の
評
価
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る（

（注

（
注

。
独
立
取
締
役
は
任
務
を
遂
行
す

る
に
あ
た
り
、
役
員
は
取
締
役
会
に
考
え
を
提
供
し
、
取
締
役
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
な
し
、
そ
の
役
員
の
判
断
に
同
意
す
る
な
ら
ば
、
そ
の

決
定
に
伴
う
疑
問
を
質
し
て
お
り
、
ま
た
、
取
締
役
は
監
視
の
仕
事
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
用
い
る
情
報
と
判
断
の
た
め
の
根
拠
に
つ

い
て
役
員
に
大
き
く
依
拠
し
て
い
る（

（注

（
注

。
独
立
取
締
役
が
監
視
義
務
を
尽
く
す
た
め
に
は
、
経
営
に
関
す
る
十
分
か
つ
客
観
的
な
情
報
を
入

手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
情
報
不
足
の
独
立
取
締
役
は
限
定
さ
れ
た
価
値
し
か
有
し
な
い
と
い
わ
れ
る（

（注

（
注

。
し
か
し
、
独
立
取
締
役
は
当

該
会
社
の
日
々
の
業
務
に
は
従
事
し
て
お
ら
ず
、
取
締
役
会
が
開
催
さ
れ
た
会
議
室
で
職
務
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
る
。
必
然
的
に
監
視

機
能
を
果
た
す
た
め
の
情
報
を
入
手
す
る
た
め
に
役
員
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
レ
ポ
ー
ト
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る（

（注

（
注

。C
EO

は
社

外
者
に
与
え
る
情
報
と
与
え
な
い
情
報
の
区
別
に
非
常
に
注
意
を
払
う
。C

EO

と
独
立
の
取
締
役
間
の
情
報
の
不
均
衡
は
、C

EO

に
情

報
を
操
作
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
、
監
視
の
任
務
の
実
行
は
困
難
と
な
る（

（注

（
注

。
情
報
の
非
対
称
の
問
題
へ
の
主
た
る
会
社
統
治
の
対

応
は
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
へ
の
信
頼
で
あ
る
が
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
で
あ
っ
て
も
情
報
の
提
供
者
は
内
部
者
で
あ
り（

（注

（
注

、
デ
ー
タ
ー
を
独
占
す

る
利
益
と
の
衝
突
の
危
険
性
も
存
す
る（

（注

（
注

。
ま
た
、
取
締
役
は
取
締
役
会
開
催
の
直
前
に
情
報
を
受
け
取
る
が
、
そ
の
資
料
は
し
ば
し
ば
大

部
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
整
理
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
取
締
役
はC

EO

あ
る
い
はC

EO

の
た
め
に
働
く
役
員
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ

た
情
報
資
料
を
受
け
取
る
が
、
取
締
役
は
情
報
を
集
め
る
た
め
にC

EO
以
外
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
有
し
な
い
の
が
通
常
で
あ
る（

（注

（
注

。
し
た

が
っ
て
、
取
締
役
会
は
主
要
な
決
定
が
決
着
を
付
け
る
前
に
最
終
的
チ
ェ
ッ
ク
と
し
て
の
み
奉
仕
で
き
る
と
い
え
よ
う（

（注

（
注

。
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独
立
の
取
締
役
が
事
後
証
明
的
に
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
独
立
の
効
果
と
会
社
の
業
績
あ
る
い
は
株
価
の
間
の
統
計
的
相
互

関
係
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う（

（注

（
注

。
し
か
し
、
多
数
の
独
立
取
締
役
か
ら
成
る
取
締
役
会
を
有
す
る
企
業
は
他
の
企
業
と
比
べ
て
業

績
的
に
優
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
デ
ー
タ
ー
は
存
し
な
い（

（注

（
注

、
あ
る
い
は
独
立
の
取
締
役
と
会
社
の
業
績
の
間
の
消
極
的
相
互
関
係
を
示
し

て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る（

（注

（
注

。
こ
れ
に
つ
い
て
、G

ordon

は
、
独
立
取
締
役
の
存
在
の
効
果
は
シ
ス
テ
ム
的
効
果
で
あ
り
、
開
示
の
質

へ
の
信
頼
が
株
価
に
反
映
す
る
と
い
う（

（注

（
注

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
開
示
の
質
と
量
は
会
社
の
株
式
の
価
格
を
正
確
に
し
て
業
績
を
正
し
く

反
映
さ
せ
る
も
の
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
情
報
の
非
対
称
の
弊
害
を
少
な
く
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
し
か
し
、
株
価
が
下
落
し
た
と
き

は
、
そ
の
事
実
は
何
か
が
誤
っ
て
い
た
こ
と
を
取
締
役
会
に
示
す
の
み
で
経
営
戦
略
に
つ
い
て
は
何
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
提
供
し
な
い
。
取

締
役
会
の
多
く
は
、
独
立
の
取
締
役
が
い
か
に
な
す
べ
き
か
を
知
ら
な
い
よ
う
な
経
営
上
の
要
求
を
含
ん
で
い
る
。
株
式
の
価
格
は
企
業

の
内
部
知
識
の
替
わ
り
と
し
て
は
役
に
立
た
な
い（

（注

（
注

。
正
確
な
株
価
は
経
営
者
の
業
績
を
監
視
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
が
、
企
業
を
よ
り

良
く
経
営
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
と
し
て
有
用
な
知
識
の
付
与
を
な
す
こ
と
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

　

現
代
公
開
会
社
の
取
締
役
会
の
責
任
は
、
執
行
役
員
の
活
動
の
監
視
お
よ
び
会
社
の
事
業
の
経
営
の
任
に
あ
た
る
こ
と
で
あ
る
。

Fairfax

は
、
経
営
者
が
自
己
取
引
、
詐
欺
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
権
限
を
濫
用
す
る
あ
る
い
は
責
任
を
逃
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
監

視
を
な
す
こ
と
で
あ
り
、
会
社
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
利
益
衝
突
を
精
査
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
活

動
的
な
監
視
は
経
営
者
の
不
正
行
為
に
従
事
す
る
可
能
性
を
減
じ
る
が
ゆ
え
に
、
独
立
取
締
役
は
詐
欺
を
発
見
、
防
止
に
努
め
る
。
そ
の

よ
う
な
取
締
役
は
会
社
の
業
務
を
率
先
し
て
吟
味
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
経
営
者
の
怠
慢
を
防
止
し
、
会
社
の
業
績
を
高
め
る
。
経

営
者
が
生
産
的
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
の
み
な
ら
ず
、
も
っ
と
効
果
的
、
効
率
的
な
決
定
を
な
す
こ
と
を
確
保
で
き
る
と
い
う（

（注

（
注

。
取
締

役
会
に
と
っ
て
、
監
視
の
機
能
は
果
た
す
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
経
営
者
が
会
社
の
た
め
に
効
果
的
、
効
率
的
な
決
定
を
な
す
こ
と
を
確
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保
す
る
こ
と
を
中
心
と
す
る
仕
事
は
困
難
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
取
締
役
会
に
割
り
当
て
ら
れ
る
経
営
上
の
機
能
は
、
特
に
独
立
の
取

締
役
に
と
っ
て
企
業
の
特
殊
な
経
営
上
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
欠
け
る
こ
と
が
不
可
避
で
あ
る
ゆ
え
、
経
営
上
の
決
定
の
評
価
を
求
め
ら
れ
た
と

き
は
単
な
る
無
条
件
承
認
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い（

（注

（
注

。
独
立
は
良
い
経
営
者
を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い（

（注

（
注

。
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四
　
役
員
報
酬

　

取
締
役
会
は
前
述
の
よ
う
に
理
論
的
に
は
会
社
の
経
営
を
指
揮
し
、
上
級
役
員
を
監
視
し
、
そ
し
て
重
要
な
事
業
の
決
定
を
な
す
責
任
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が
あ
る
が
、
典
型
的
に
取
締
役
は
多
く
の
時
間
を
会
社
統
治
に
割
く
こ
と
が
で
き
な
い
ゆ
え
に
、
事
業
の
成
功
あ
る
い
は
失
敗
は
専
門
家

の
グ
ル
ー
プ
に
存
し
、
企
業
の
日
々
の
運
営
お
よ
び
資
本
構
造
に
本
質
的
な
利
益
に
お
い
て
役
員
そ
し
て
投
資
家
が
真
の
会
社
の
意
思
決

定
者
で
あ
っ
て
、
取
締
役
会
に
割
り
当
て
ら
れ
た
機
能
を
遂
行
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
る（

（注

（
注

。
取
締
役
会
は
会
社
の
経
営
に
関
し

て
多
く
の
仕
事
を
上
級
の
執
行
役
員
に
委
譲
し
て
い
る
。
特
に
、
会
社
の
日
々
の
運
営
の
監
視
、
経
営
戦
略
の
設
定
、
利
益
の
確
保
、
従

業
員
の
監
督
な
ど
の
仕
事
はC

EO

と
側
近
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
任
さ
れ
る
仕
事
で
あ
る（

（注

（
注

。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、A

lces

は
、
現
在
の

無
用
な
も
の
と
し
て
の
取
締
役
会
は
捨
て
去
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う（

（注

（
注

。
し
か
し
、
現
在
の
実
務
お
よ
び
現
行
法
と
の
分
離
は
実
施
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
。A

lces
は
、
主
要
な
債
権
者
の
代
表
者
、
株
主
の
代
表
者
お
よ
び
労
働
者
の
代
表
者
な
ど
か
ら
成
る
投
資
家
の
取
締

役
会
を
示
唆
す
る（

（注

（
注

。
こ
れ
に
対
し
て
、
企
業
に
は
多
く
の
異
な
る
種
類
が
あ
り
、
取
締
役
会
に
異
な
る
必
要
性
を
反
映
す
る
自
由
が
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
現
在
の
制
度
と
し
て
の
取
締
役
会
を
保
持
す
る
価
値
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る（

（注

（
注

。

　

今
日
の
取
締
役
会
は
一
人
な
い
し
二
人
の
社
内
取
締
役
が
メ
ン
バ
ー
に
い
る
だ
け
で
あ
る（

（注

（
注

。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
独
立
の
取
締
役

会
の
出
現
は
、C

EO

が
取
締
役
会
に
流
す
情
報
を
支
配
し
、
操
作
す
る
地
位
に
就
き
、C

EO

に
と
っ
て
最
も
好
ま
し
い
点
か
ら
取
締
役

会
に
情
報
を
提
供
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
も
っ
て
非
常
に
強
力
な
地
位
にC

EO

を
置
く
こ
と
に
な
る
。C

EO

は
情
報
の
唯
一
の
源
と

し
て
の
地
位
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
容
易
に
独
占
さ
れ
、
制
限
さ
れ
た
情
報
と
な
る（

（注

（
注

。

　

役
員
報
酬
の
問
題
は
取
締
役
会
がC

EO

に
対
す
る
監
視
の
役
割
の
一
部
と
し
て
役
員
報
酬
を
決
定
す
る
こ
と
が
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る

と
し
て
役
員
報
酬
に
関
与
す
る
こ
と
に
賛
成
す
る（

（注

（
注

。

　

以
下
で
は
、
役
員
報
酬
の
決
定
を
素
材
と
し
て
、
取
締
役
会
に
お
け
る
社
会
集
団
の
相
互
作
用
、
報
酬
委
員
会
の
独
立
要
件
な
ど
を
検

討
す
る
。
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1　

役
員
報
酬
は
短
期
の
経
営
結
果
で
報
酬
が
与
え
ら
れ
る
制
度
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
経
営
者
は
過
度
の
リ
ス
ク
を
選
ん
だ
こ
と
に
よ
っ

て
金
融
危
機
に
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
と
の
考
え
が
浸
透
し
て
い
る（

（注

（
注

。
そ
の
よ
う
な
関
心
に
対
応
し
て
、
二
○
一
○
年
六
月
に
ド
ッ
ド
・

フ
ラ
ン
ク
法
を
議
会
が
制
定
し
た
と
き
、
広
範
囲
の
役
員
報
酬
改
革
を
含
む
こ
と
に
な
っ
た（

（注

（
注

。
こ
れ
に
つ
き
、
役
員
の
報
酬
支
払
い
の
過

程
に
影
響
す
る
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
規
定
は
、
一
つ
の
法
に
含
ま
れ
る
新
し
い
ル
ー
ル
の
セ
ッ
ト
の
報
酬
支
払
い
の
過
程
に
最
も
広

範
か
つ
重
要
な
影
響
を
お
そ
ら
く
有
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
た（

（注

（
注

。
ア
メ
リ
カ
で
は
二
○
年
以
上
前
か
ら
多
額
の
役
員
報
酬
の
支
払
い
に
対

し
て
問
題
意
識
を
有
し
て
い
た（

（注

（
注

。
そ
れ
ゆ
え
、
役
員
報
酬
の
相
当
性
に
着
目
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
役
員
の
報
酬
が
過
度
で
あ
る
こ
と
を

経
験
的
に
証
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
間
接
的
証
拠
に
よ
っ
て
証
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
株
主
は
役
員
の
報
酬
は
平
均
的
労
働
者
の

報
酬
と
連
携
す
べ
き
と
の
感
情
を
有
し
て
い
る
。
実
際
に
お
い
て
は
、C

EO

の
報
酬
は
一
九
六
五
年
に
は
平
均
的
労
働
者
の
二
四
倍
、

二
○
○
七
年
に
は
二
七
五
倍
、
二
○
一
○
年
に
は
三
四
三
倍
と
な
っ
て
い
る（

（注

（
注

。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
は
も
っ
と
合
理
的
な
支
払
い
を
奨

励
す
る
手
段
を
講
じ
て
い
る
。
同
法
九
五
三
条
に
お
い
て
、
全
て
の
被
用
者
の
年
間
の
報
酬
総
額
の
中
央
値
とC

EO

の
年
間
の
報
酬
総

額
の
割
合
を
開
示
す
る
こ
と
を
公
開
会
社
に
要
求
し
て
い
る
が
、
二
○
一
二
年
に
は
三
五
四
倍
と
な
っ
て
い
る（

（注

（
注

。
こ
の
よ
う
な
不
釣
り
合

い
な
支
払
い
を
社
会
的
不
正
義
と
み
て
い
る
が（

（注

（
注

、
報
酬
の
開
示
を
要
求
し
、
役
員
の
報
酬
の
明
確
な
開
示
と
そ
の
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
会
社
の
責
任
を
重
く
す
る
も
の
で
、
役
員
報
酬
の
監
視
の
役
割
を
最
も
効
果
的
に
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る（

（注

（
注

。

　

一
方
、
多
く
の
役
員
の
報
酬
は
過
大
で
あ
る
と
性
格
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
意
見
が
あ
る
。
報
酬
の
性
格
を
み
れ
ば
、
役
員

の
報
酬
は
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
労
働
者
は
そ
う
で
は
な
く
、
ま
た
他
の
専
門
的
職
業
に
従
事
す
る
者
に

比
し
て
役
員
の
報
酬
額
の
伸
び
は
大
き
い
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
す
る（

（注

（
注

。

　

過
度
の
報
酬
を
構
成
す
る
も
の
は
何
か
に
つ
い
て
は
、
実
際
上
ほ
と
ん
ど
答
え
る
の
は
不
可
能
と
い
え
よ
う
。
役
員
は
会
社
の
成
功
に
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大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
浪
費
と
し
て
特
徴
付
け
る
た
め
に
労
働
者
と
の
報
酬
の
割
合
で
比
較
す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
と

も
い
え
よ
う
。

　

報
酬
の
額
に
対
す
る
批
判
と
は
別
に
、
報
酬
の
設
計
構
造
に
も
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬
は
過
度
の
リ
ス
ク

を
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
と
の
指
摘
で
あ
る（

（注

（
注

。
一
方
、
通
常
の
リ
ス
ク
を
と
る
こ
と
と
過
度
の
リ
ス
ク
を
と
る
こ
と
を
区
別
す
る
研
究
は

存
在
せ
ず
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬
の
割
合
が
大
き
い
こ
と
は
会
社
の
不
健
全
な
問
題
の
可
能
性
を
大
き
く
は
し
な
い
と
の
指
摘
も
存

す
る（

（注

（
注

。
こ
の
点
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
は
金
融
危
機
に
役
員
報
酬
が
何
ら
か
の
寄
与
を
し
た
と
の
考
え
を
肯
定
し
、
役
員
報
酬
と
会
社

統
治
を
関
連
付
け
て
改
革
を
行
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

2　

組
織
的
行
為
に
関
し
て
、
最
適
契
約
理
論
の
下
で
は
、
取
締
役
会
は
株
主
の
利
益
の
た
め
に
公
正
な
取
引
を
行
い
、
十
分
に
独
立

し
て
、
経
営
者
と
交
渉
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る（

（注

（
注

。
し
か
し
、
経
験
上
の
証
拠
は
混
在
し
て
お
り
、
そ
れ
を
支
持
し
て
い
る
と
は
い
え

な
い（

（注

（
注

。

　

こ
れ
と
対
照
的
に
、
支
配
力
の
理
論
は
取
締
役
会
の
メ
ン
バ
ー
は
株
主
の
不
完
全
な
代
理
人
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
経
営
者
と
の
最
適

契
約
へ
の
到
達
は
必
ず
し
も
現
実
的
で
は
な
い
と
い
う（

（注

（
注

。
役
員
報
酬
の
発
展
は
少
な
く
と
も
一
部
分
役
員
の
隙
間
を
埋
め
る
希
望
に
よ
っ

て
長
い
年
月
の
う
ち
に
具
体
化
さ
れ
る
と
予
想
す
る（

（注

（
注

。
経
験
上
の
研
究
は
、
支
配
力
と
そ
の
影
響
は
、
本
人
／
代
理
人
理
論
で
考
え
る
よ

り
も
役
員
報
酬
設
定
過
程
を
よ
り
良
く
理
解
で
き
る
と
い
う（

（注

（
注

。
支
配
力
理
論
を
表
す
役
員
報
酬
過
程
の
経
験
上
の
モ
デ
ル
の
結
果
は
、
取

締
役
を
支
配
す
るC

EO

の
権
力
が
過
度
の
報
酬
の
結
果
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
正
し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る（

（注

（
注

。

　

一
方
、B

ainbridge

は
、
支
配
株
主
を
有
す
る
企
業
と
分
散
し
た
株
主
を
有
す
る
企
業
間
の
支
払
い
の
実
際
に
お
い
て
は
比
較
的
適
度

の
相
違
が
あ
る
ゆ
え
に
、
集
中
し
た
所
有
者
を
有
す
る
企
業
と
分
散
し
た
株
主
を
有
す
る
企
業
に
お
い
て
生
じ
る
問
題
で
あ
る
報
酬
の
実
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際
は
、
経
営
者
支
配
よ
り
も
現
象
に
よ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う（

（注

（
注

。

　

し
か
し
、
取
締
役
会
がC

EO

に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
の
考
え
の
浸
透
は
取
締
役
の
独
立
の
問
題
に
大
き
く
影
響
し（

（注

（
注

、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ

ン
ク
法
に
よ
る
独
立
の
報
酬
委
員
会
が
よ
り
良
い
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
保
障
す
る
こ
と
を
示
す
証
拠
は
な
い
。
こ
れ
は
少
な
く
と
も

一
部
分
、
独
立
の
定
義
は
定
義
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
認
知
バ
イ
ア
ス
は
独
立
の
思
索
的
認
識
と
一

致
す
る
方
法
で
行
為
あ
る
い
は
決
定
を
な
す
取
締
役
の
能
力
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
取
締
役
会
の
意
思
決
定
過

程
に
お
け
る
独
立
の
取
締
役
の
影
響
を
吟
味
す
る
経
験
上
の
研
究
の
結
果
は
結
論
が
出
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（注

（
注

。

　

取
締
役
はC

EO

の
雇
用
者
と
し
て
、
取
締
役
会
の
構
造
上
の
変
革
、
取
締
役
会
の
社
会
的
・
精
神
的
環
境
の
改
善
が
要
求
さ
れ
て
い

る
と
い
え
よ
う（

（注

（
注

。

　

3　

支
配
力
の
影
響
は
取
締
役
にC

EO
の
過
大
な
報
酬
の
承
認
を
す
る
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
種
々
の
心
理
的
・
社
会

的
要
因
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
。

　

取
締
役
は
ト
ッ
プ
の
執
行
役
員
に
好
ま
し
い
取
り
決
め
を
支
持
す
る
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
協
力
す
る
種
々
の
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
有
す
る
。
証
拠
に
よ
れ
ば
、
執
行
役
員
が
強
力
に
な
っ
た
場
合
、
当
該
役
員
の
報
酬
の
支
払
い
は
高
く
な
り
、
業
績
に
気
を
配
ら
な

く
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（注

（
注

。

　

社
会
的
相
互
行
動
、
結
び
つ
き
は
協
調
行
為
の
規
範
を
創
造
し
、
好
ま
し
い
社
会
関
係
は
取
締
役
の
評
判
を
高
め
る
。
し
た
が
っ
て
、

取
締
役
の
職
務
を
保
持
す
る
行
為
を
行
う
こ
と
に
強
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
有
す
る（

（注

（
注

。
独
立
の
指
名
委
員
会
の
設
置
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

C
EO

は
非
公
式
の
候
補
者
の
推
薦
を
通
し
て
取
締
役
の
指
名
に
影
響
を
与
え
、
取
締
役
会
はC

EO

と
社
会
的
に
結
び
つ
き
の
あ
る
人
の

指
名
を
続
け
て
お
り
、C

EO

は
恩
義
を
感
じ
さ
せ
る
取
締
役
の
指
名
を
支
配
し
て
い
る（

（注

（
注

。
ま
た
、
取
締
役
は
他
の
公
開
会
社
のC

EO

で
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あ
る
こ
と
が
多
く（

（注

（
注

、
過
度
の
も
の
と
し
てC

EO

の
報
酬
を
み
な
い
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
取
締
役
の
職
に
あ
る
こ
と
は
他
の
会
社
の
取

締
役
の
職
な
ど
の
社
会
的
つ
な
が
り
を
生
じ
る（

（注

（
注

。
し
た
が
っ
て
、
長
い
間
社
外
取
締
役
と
し
て
同
一
の
会
社
の
取
締
役
会
に
在
職
す
る
者

は
非
独
立
と
思
わ
れ
る
と
の
指
摘
が
あ
る（

（注

（
注

。

　

4　

集
団
思
考
と
は
、
そ
の
時
そ
の
場
で
適
切
な
判
断
を
下
す
の
で
は
な
く
、
単
純
に
集
団
の
意
見
一
致
を
優
先
さ
せ
て
不
合
理
も
し

く
は
危
険
な
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
を
指
す
が
、
公
開
会
社
に
お
け
るC

EO

の
報
酬
の
問
題
は
少
な
く
と
も
一
部
分
、
集
団
思
考
に
基

づ
く
欠
点
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
の
主
張
が
あ
る（

（注

（
注

。
集
団
思
考
は
首
尾
一
貫
し
た
慎
重
な
意
思
決
定
過
程
を
有
し
な
い
ま
と
ま
り

の
あ
る
グ
ル
ー
プ
が
高
い
ス
ト
レ
ス
の
か
か
る
状
況
の
下
で
重
要
な
決
定
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
生
じ
る
と
い
う（

（注

（
注

。
取
締
役

会
の
メ
ン
バ
ー
は
一
般
的
に
資
格
を
有
す
る
候
補
者
の
小
さ
な
集
団
か
ら
選
ば
れ
る
が
ゆ
え
に
、
候
補
者
は
、
し
ば
し
ば
同
様
の
教
育
、

専
門
職
業
的
サ
ー
ク
ル
に
関
係
し
、
互
い
に
複
数
の
集
団
に
属
し
て
い
る
。
そ
こ
で
取
締
役
会
の
メ
ン
バ
ー
は
他
の
取
締
役
会
の
メ
ン

バ
ー
と
個
人
的
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
多
い（

（注

（
注

。
し
か
も
独
立
取
締
役
もC

EO

と
同
じ
社
会
ク
ラ
ブ
に
属
す
る
、
あ
る
い
は
友
人
関

係
と
い
う
社
会
的
結
び
つ
き
を
分
か
ち
合
う
。
独
立
の
取
締
役
の
監
視
す
る
目
的
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
影
響
は
特
に
重
要
と
な
る
。
社

会
関
係
は
他
人
の
意
図
と
行
為
を
好
ま
し
い
と
解
釈
す
る
よ
う
に
さ
せ
る
も
の
で
あ
る（

（注

（
注

。

　

ま
た
。
多
様
性
の
増
加
は
取
締
役
会
を
強
く
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
取
締
役
会
の
均
質
性
は
性
と
人
種
の
多
様
性
に
欠
け
る
こ
と

に
な
る
。Fairfax

は
、
集
団
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
関
す
る
多
く
の
社
会
学
お
よ
び
心
理
学
の
デ
ー
タ
は
、
多
様
性
の
あ
る
取
締
役
の
グ

ル
ー
プ
が
取
締
役
会
の
意
思
決
定
の
機
能
を
手
助
け
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
デ
ー
タ
は
異
種
の
グ
ル
ー
プ
は
よ
り
質
の
高
い
決
定
を
な
す
傾

向
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
と
い
う（

（注

（
注

。
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、C

EO

と
報
酬
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
年
齢
が
近
い
と

き
、C

EO

の
報
酬
も
高
く
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る（

（注

（
注

。
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5　

社
会
的
カ
ス
ケ
ー
ド
と
は
、
周
囲
の
多
数
の
人
の
考
え
に
影
響
を
受
け
て
内
面
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
不
確
か
な
情
報
が
広
ま
る

仕
組
み
を
い
う
が
、
個
人
情
報
が
あ
ま
り
な
い
場
合
は
、
他
者
の
意
見
や
行
動
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
情
報
に
頼
っ
て
一
方
的
に
流
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
報
酬
設
定
の
関
連
に
お
い
て
、
社
会
的
カ
ス
ケ
ー
ド
は
報
酬
委
員
会
が
提
出
さ
れ
た
報
酬
に
関
す
る
資
料
を
保
持
す
る

C
EO

あ
る
い
は
報
酬
コ
ン
サ
ル
ト
の
意
見
に
よ
っ
て
不
当
に
動
か
さ
れ
る
と
き
に
生
じ
る（

（注1

（
注

。
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
下
に
お
い
て
、

会
社
の
報
酬
の
実
際
と
政
策
を
評
価
す
る
た
め
責
任
の
あ
る
報
酬
委
員
会
を
確
立
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
改
革
は
取
締

役
会
が
重
大
な
悪
影
響
を
生
じ
る
方
法
で
経
営
者
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
お
よ
び
社
外
コ
ン
サ
ル
ト
に
不
当
に
依
存
す
る
可
能
性
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
取
締
役
は
重
い
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
取
締
役
が
特
別
な
問
題
を
処
理
す
る
た
め
に
必
要
な
専
門
的
知

識
を
有
し
な
い
と
思
う
と
き
、
そ
の
よ
う
な
専
門
的
知
識
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
経
営
者
や
他
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
依
存
す
る
よ
う
に
な

る
。
ま
た
、
株
主
の
権
限
の
強
化
は
顧
問
会
社
の
よ
う
な
社
外
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
の
依
存
を
増
加
さ
せ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（注1

（
注

。

（
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lces, supra note 33 , at 785-86 .
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市
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六
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と
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的
研
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介
し
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る
。
役
員
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主
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利
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連
携
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。
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独
立
取
締
役
と
報
酬
委
員
会

　

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
役
員
報
酬
改
革
は
独
立
、
責
任
そ
し
て
報
酬
決
定
手
続
の
透
明
性
の
強
化
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
独
立
の
判
断
と
行
動
は
、
取
締
役
会
議
室
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
取
締
役
が
独
立
に
考
慮
し
、
行
動
す
る
こ
と
を
挫
く
前
述
の
社

会
力
学
に
取
り
組
ま
な
い
か
ぎ
り
、
達
成
さ
れ
な
い
と
い
え
よ
う（

（注1

（
注

。
取
締
役
の
独
立
は
執
行
役
員
あ
る
い
は
企
業
自
体
と
の
重
要
な
金
銭

上
の
結
び
つ
き
が
な
け
れ
ば
独
立
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
理
念
的
に
は
社
会
的
結
び
つ
き
そ
し
て
社
会
的
影
響
は
取
締
役
の
独
立
の
考

慮
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
社
会
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
厳
密
に
分
析
す
る
こ
と
は
困
難
な
や
っ
か
い
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
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し
、
社
会
的
に
独
立
で
な
い
形
式
的
な
独
立
は
独
立
の
取
締
役
の
効
果
を
み
る
の
に
不
十
分
で
あ
る
と
い
え
る（

（注1

（
注

。

　

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
九
五
二
条
は
証
券
取
引
所
法
に
新
し
く
一
○
Ｃ
条
を
付
け
加
え
、
各
公
開
会
社
に
会
社
の
報
酬
の
実
際
と
政
策

を
評
価
す
る
た
め
の
責
任
の
あ
る
報
酬
委
員
会
を
確
立
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。

　

そ
れ
に
応
じ
てSEC

は
二
○
一
二
年
に
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
一
○
Ｃ

－

一
条
を
採
択
し
た（

（注1

（
注

。
一
○
Ｃ

－

一
条
（
Ｂ
）（
1
）
に

お
い
て
独
立
の
基
準
を
定
め
る
が
、
そ
こ
で
は
、
報
酬
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
独
立
の
要
件
を
定
め
る
に
あ
た
り
、
各
証
券
取
引
所
は
以

下
の
も
の
に
限
ら
れ
な
い
が
関
連
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
ひ
と
つ
は
、
上
場
会
社
に
よ
っ
て
支
払
わ

れ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
あ
る
い
は
他
の
報
酬
費
用
を
含
ん
だ
取
締
役
の
報
酬
源
に
つ
い
て
。
他
の
ひ
と
つ
は
取
締
役

が
上
場
会
社
、
上
場
会
社
の
従
属
会
社
あ
る
い
は
上
場
会
社
の
従
属
会
社
の
関
連
会
社
に
属
す
る
者
か
否
か
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
追
加
的

フ
ァ
ク
タ
ー
を
具
体
的
に
提
案
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
各
証
券
取
引
所
の
対
象
と
な
る
広
大
な
種
類
の
上
場
会
社
の
個
性
・
特
性
に
応
じ

た
適
切
な
独
立
の
要
件
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
柔
軟
性
を
各
証
券
取
引
所
は
与
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

取
締
役
と
執
行
役
員
の
間
の
個
人
的
関
係
を
評
価
・
測
定
す
る
こ
と
は
明
ら
か
に
困
難
な
こ
と
で
あ
り
、
独
立
の
取
締
役
に
役
員
と
の

個
人
的
結
び
つ
き
を
禁
ず
る
こ
と
は
実
現
可
能
と
は
思
わ
れ
な
い（

（注1

（
注

。
現
在
の
独
立
の
定
義
は
取
締
役
の
公
平
さ
に
影
響
す
る
全
て
の
潜
在

的
影
響
を
と
ら
え
て
い
な
い
と
の
疑
い
を
生
じ
る（

（注1

（
注

。
そ
こ
で
は
適
切
な
公
式
は
存
し
て
い
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
を
作
る
努
力

は
不
可
避
的
に
過
剰
あ
る
い
は
不
足
な
公
式
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
え
よ
う
。
社
会
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
厳
密
に
測
定
あ
る
い

は
分
析
は
困
難
で
あ
り
、
わ
ず
か
な
社
会
的
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
相
違
は
不
当
に
取
締
役
会
の
信
頼
を
傷
つ
け
る
こ
と

に
な
ろ
う（

（注1

（
注

。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引
所
の
定
め
る
独
立
性
の
要
件
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る（

（注1

（
注

。
規
則
三
○
三　

Ａ.

○
二
は
、（
ａ
）（
ⅰ
）
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に
お
い
て
、
取
締
役
会
は
当
該
取
締
役
が
上
場
会
社
と
重
要
な
関
係
を
有
し
て
い
な
い
と
積
極
的
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す

る
。
そ
し
て
、（
ⅱ
）
に
お
い
て
、
加
え
て
、
報
酬
委
員
会
に
奉
仕
す
る
取
締
役
の
独
立
を
積
極
的
に
考
慮
す
る
に
あ
た
り
、
取
締
役
が

報
酬
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
義
務
と
の
関
連
で
経
営
者
か
ら
の
独
立
で
あ
る
べ
き
取
締
役
の
能
力
に
重
要
で
あ
る
上
場
会
社
と
の
関
係
を

有
す
る
か
否
か
の
決
定
に
特
に
関
連
す
る
全
て
の
フ
ァ
ク
タ
ー
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
以
下
の
も
の
に
限
ら
れ
な
い

が
、（
Ａ
）
当
該
取
締
役
に
対
し
て
上
場
会
社
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
あ
る
い
は
他
の
報
酬
費
用

を
含
ん
で
取
締
役
の
報
酬
源
に
つ
い
て
。（
Ｂ
）
当
該
取
締
役
が
上
場
会
社
、
上
場
会
社
の
従
属
会
社
あ
る
い
は
上
場
会
社
の
従
属
会
社

の
関
連
会
社
に
属
す
る
者
か
否
か
に
つ
い
て
考
慮
す
る
、
と
す
る
。

　

コ
メ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
潜
在
的
な
利
益
衝
突
を
示
す
あ
る
い
は
上
場
会
社
と
の
取
締
役
の
関
係
の
重
要
性
を
生
じ
る
全
て
の
環
境
を
予

想
す
る
あ
る
い
は
明
示
的
に
規
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
独
立
の
決
定
を
な
す
取
締
役
会
が
全
て
の
関
連
す
る
事
実
と
環
境
を
広

く
考
慮
す
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
。
特
に
上
場
会
社
と
取
締
役
の
関
係
の
重
要
性
の
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
取
締
役
会
は
単
に

取
締
役
の
視
点
か
ら
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
取
締
役
が
提
携
す
る
人
あ
る
い
は
組
織
の
視
点
か
ら
の
問
題
を
考
慮
す
べ
き
と
い
う
。
そ
こ

で
の
重
要
な
関
係
は
、
商
業
、
工
業
、
銀
行
業
、
コ
ン
サ
ル
ト
業
、
法
的
関
係
、
会
計
、
慈
善
お
よ
び
家
族
関
係
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
た

だ
し
、
株
式
の
大
量
所
有
関
係
は
問
題
と
し
な
い
と
す
る
。
こ
れ
は
株
式
の
所
有
は
報
酬
問
題
に
関
す
る
株
主
の
利
益
と
取
締
役
の
利
益

が
連
携
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
潜
在
的
な
利
益
衝
突
を
生
じ
う
る
全
て
の
事
実
と
環
境
を
広
く
考
慮
す
る
こ
と
を
取
締
役
会
は
命
じ
ら
れ
る

け
れ
ど
も
、
個
人
的
あ
る
い
は
社
会
関
係
を
考
慮
す
る
た
め
の
明
白
な
要
件
は
存
し
な
い
。
独
立
の
定
義
に
関
わ
る
環
境
に
つ
い
て
、
取

締
役
会
が
個
人
的
関
係
を
考
慮
す
る
こ
と
が
十
分
に
奨
励
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
な
に
か
も
っ
と
明
確
な
も
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の
が
必
要
で
あ
る
か
ど
う
か
の
疑
問
が
生
ず
る
。
家
族
関
係
は
個
人
的
関
係
で
は
な
く
、
提
示
さ
れ
た
関
係
の
何
を
考
慮
す
る
か
は
命
じ

て
い
な
い（

（注1

（
注

。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
社
会
的
結
び
つ
き
の
取
締
役
で
構
成
さ
れ
た
取
締
役
会
は
、
取
締
役
間
に

あ
ま
り
繋
が
り
の
な
い
多
様
性
が
存
し
、
会
社
統
治
の
合
理
性
か
ら
は
正
当
化
さ
れ
よ
う
が
、
取
締
役
間
の
信
頼
お
よ
び
心
地
よ
さ
の
低

下
を
招
き
、
取
締
役
会
の
有
効
性
の
低
下
を
招
く
こ
と
に
な
ろ
う（

（注1

（
注

。

　

取
締
役
会
は
会
社
法
理
論
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
る
。
し
か
し
、
実
務
に
お
い
て
は
こ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
。
現

在
の
公
開
会
社
に
お
い
て
は
会
社
の
内
部
の
働
き
に
つ
き
十
分
な
知
識
を
有
し
な
い
多
く
の
社
外
取
締
役
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
期
待

さ
れ
る
多
く
の
仕
事
を
効
果
的
に
実
行
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
現
在
の
独
立
取
締
役
は
経
営
者
が
直
面
す
る
会
社
と
の
利
益
衝
突
の
分
野
に
お
い
て
の
み
有
用

な
働
き
が
で
き
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か（

（注1

（
注

。
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